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お知らせ

　市立の学校では「自立し、かかわりを深める子ども」の育成を目指し、
学校・地域・家庭が協働して、いろいろな取り組みを行っています。各
学校の特色ある取り組みを、約１年間にわたり紹介してきたこのコー
ナーは、今回で最終回となります。

■問い合わせ先　教育政策課　☎（36）5099

学校　　紹介

　子どもたちにとって、登下校時の見守り安全をはじめ、
芋の苗植、収穫など１年を通した「河東西小学校区ボラン
ティア会」の協力が大きな力になっています。３学期に開
催される、６年生の卒業祝いの餅つきもその一つ。準備も
同ボランティア会、学校、保護者で協力して行い、当日は
子どもたちと一緒に餅をついたり丸めたり、昔ながらの伝
統行事を体験し、ランチルームでおいしくいただきます。
丸めたお餅の一部は、子どもたちが書いた感謝の手紙を添
え、同会の会員と一緒に高齢者の自宅や地域の人が待つ公

民館に届け、お茶やお菓
子を囲んで交流します。
同会長の盛（もり）忠昭
さんは「学校は新しいで
すが、ボランティア参加
者が多く活気があり、餅
つきも10年以上になりま
す。毎年、子どもたちが
来るのを楽しみに待って
いる高齢者もいますよ」

と話してくれました。餅つきは、次の成長に向けての節目の行事。
地域に見守られているという感謝への気づきと恩返しの機会に
なっています。
【河東西小学校】
　平成10年、河東小学校から分離開校。児童数542人（３月１日
現在）。市内で一番新しい同小は、膜構造の体育館や、オープンス
ペース、ランチルームなどの設備、タブレットなどＩＣＴ機器を
使った学習が特徴的です。

　日の里学園の５〜８年生と地域の人や保護者から大き
な拍手で迎えられ入場してきた９年生。２月16日、同学
園の「９年生を送る会」は吹奏楽部の演奏で幕を開けま
した。出席できない１〜４年生は、各小学校で作成した
ビデオメッセージで校歌をプレゼントし、５〜８年生は
学年ごとに、９年生への感謝をこめて合唱。それにこた
えて９年生の合唱でフィナーレを飾ります。９年生最後
の勇姿に、在校生は「憧れの存在。近づけるよう頑張り
ます」と話してくれました。エンディングでは、生徒会

が作成した９年生の思
い出の写真でつづった
ビデオを上映。会場は
懐かしさに笑顔と涙が
あふれ、「学園最後の
合同行事、最高でした。
卒業しても頑張りま
す」と９年生へのエー
ルはしっかり届いてい
ました。参加した保護

者も「日の里は、学校と地域の行事も多く楽しいです。今日は
子どもの成長をうれしく感じました」と話してくれました。
【日の里中学校】
　昭和50年開校。生徒数320人（３月１日現在）平成24年に誕生
した日の里学園のキャラクター「ひのたん」は、当時の中学生が
デザインしたもので、モチーフの太陽が子どもたちに元気を与え
る存在になっていて、日の里名物の「日の里まんじゅう」のパッケー
ジなど、目にする機会が多く、地域の中でも親しまれています。

毎年歌われている「旅立ちの日に」で、
美しいハーモニーを披露

感謝の気持ちを歌に乗せて

日
の

中
里

河
東

小
西

お餅で年度最後の恩返し

将来の夢を話したり、人生の先輩のアドバ
イスを受けたり有意義な時間を過ごします

大島小学校、大島中学校の校章の成り立ちについて地域の人
に話を聞き、新しい大島学園の校章を、子どもたちの思いを
基にデザインしました。大島学園の新しい校章は、開校式で
お披露目されます

～ 義務教育学校としての新たなスタート～
　市では、平成30年４月に本市で初の義務教育学校「宗像市立大島学園」
を開校します。大島学園では、９年間の義務教育を一貫して行う新たな
学校として、小中一貫教育のさらなる推進をしていきます。
　平成18年から始まった小中一貫教育の中で、小学校と中学校、そして
地域が一つになって活動を行う際に使用してきた「大島学園」の愛称が、
そのまま新しい学校の名称に選ばれました。
　義務教育学校大島学園の開校に向けて、これまで子どもたちや先生、
島の人たちが一緒になって準備を進めてきました。
　大島学園の開校式は、４月６日（金）に大島学園の多目的ホールで行わ
れます。

■問い合わせ先　教育政策課　☎（36）5099

宗像市立大島学園を開校します


